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川崎医科大学高齢者医療センター

曜日

月 火 水 木 金 土

01
AM

高齢者総合診療科 高齢者総合診療科 高齢者総合診療科 高齢者総合診療科 高齢者総合診療科 高齢者総合診療科

柏原 和田
（もの忘れ外来）

和田
（もの忘れ外来）

秋山
（もの忘れ外来）

和田
（もの忘れ外来）

当番担当医

PM

高齢者総合診療科 高齢者総合診療科 高齢者総合診療科 高齢者総合診療科 高齢者総合診療科

羽井佐 山本 角谷 秋山 杉本/羽井佐

02
AM

高齢者総合診療科 高齢者総合診療科 高齢者総合診療科

PM

高齢者総合診療科

高齢者総合診療科

杉本
(フレイル・老年症候群外来）

角谷 杉本
(フレイル・老年症候群外来）

角谷

高齢者総合診療科

安永
（訪問リハビリテーション外来）

安永
(嚥下内視鏡外来）

外　来　診　療　表 

診察室

「嚥下内視鏡検査のご案内」                

当院では、入院患者様の摂食嚥下機能評価のため「嚥下内視鏡検査」を導入いたしました。 

この検査は、鼻から内視鏡を挿入し、鼻の奥や喉の動きを直接観察することで、嚥下機能の状態を

詳しく評価するものです。特に以下のような症状がある患者さんに適しています。 

・食事中にむせやすい 

・食後に喉に食べ物が残る感じがする 

・声がかすれる、唾がからむ 

検査は、摂食嚥下障害があり言語聴覚士が治療に関わっている患者さんを 

対象とし、リハビリテーション科専門医が適応を判断します。 

検査を行うことで、より安全で効果的なリハビリテーションや食事方法の 

検討が可能となります。ご自身の症状について気になることがございまし 

たら、医師や担当のスタッフまでご相談ください。 

（高齢者総合診療科 リハビリテーション科専門医 安永） 

 

外来診療表の変更 

開院後2年目を迎え、より地域の病院やかかりつけ医の先生、患者様に当院の外来をご利用いただき

たいと思い、外来診療表を変更いたしました。午前中は火曜から金曜まで２診体制に変更、かつ月曜も

１診設定といたしました。また午後も１診で予約外の患者様を中心に対応できるようにいたしました。

また金曜午後に嚥下内視鏡外来を開設いたしました。多くのご紹介をいただいているもの忘れ外来とフ

レイル・老年症候群外来はもちろん、高齢者総合診療外来で高齢者特有の問題点に対応していきたいと

思います。フレイルセンター利用の相談も随時お受けしております。 

今後も当院外来へのご紹介、ご利用のほどよろしくお願い申し上げます。 
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学校法人川崎学園 川崎医科大学高齢者医療センター 

患者診療支援センター 

〒700-0821 岡山市北区中山下二丁目１番 80号 

TEL 086-201-5280（患者診療支援センター直通） 

FAX 086-225-2051 

受付時間 

平 日 8:30～11:30 

13:30～16:00 

土曜日 8:30～11:30  

 

異動のご挨拶 

高齢者医療センターで 1 年半勤務し、急性期を乗り

越えた患者様がその後、生活環境や家族関係、経済面な

どさまざまな問題に直面されていることを実感しまし

た。これらの課題に対して多職種カンファレンスを通

じて包括的にアプローチする重要性を深く理解しまし

た。4 月から川崎医科大学附属病院の腎臓高血圧内科

に従事しますが、このような老年医学の心を忘れずに

引き続き努力してまいります。 

（高齢者総合診療科 岡本） 

新任のご挨拶 

このたび川崎医科大学高齢者医療センター

に着任しました、梅野怜奈と申します。これま

で川崎医科大学附属病院腎臓内科での診療を

通じて培ってきた経験を活かし、多職種のスタ

ッフと連携しながら、患者様一人ひとりの背景

に寄り添った高齢者医療を提供できるよう尽

力いたします。今後ともご指導ご鞭撻のほど、

よろしくお願いいたします。    

（高齢者総合診療科 梅野） 

こもれびカフェの開催 

２月２２日(土)、医療短期大学と高齢者医療センターの共催で、「こもれびカフェ」を開催しました。今

回で 3 回目となる同イベントは医療短期大学の４階学生ラウンジで開催し、14 名の参加者が、日めくり

カレンダーや月表など学生がハンドメイドした素材を使い、自分だけのオリジナルカレンダーづくりを学

生と一緒に楽しみました。「こもれびカフェ」はカテゴリーで分けると認知症カフェとなりますが、チラシ

には認知症カフェとは明記していません。これは、昨年 1 月に施行された認知症基本法の中で認知症にな

っても自分らしい暮らしの継続が求められており、「こもれびカフェ」でも、認知症の人もそうでない人も

安心して楽しむことのできるイベントを目指しているためです。次回の開催は6月28日(土)「「焼き鮭と夏

野菜で作るちらし寿司」です。楽しい集まりの場があることを地域に発信していきたいと思います。 

                                   （患者診療支援センター） 


